
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

■料金や申込方法の記載のないものは無料または申込不要です。
■申込・受付などの期間で記載のないものは、土・日曜日、祝日、年末年始を除きます。

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

　
市
内
の
認
可
保
育
所(
公
立
４
園
、
私

立
９
園)

の
合
同
就
職
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
資
格
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
未
経

験
と
い
う
人
や
保
育
の
現
場
か
ら
離
れ
て

い
る
人
も
歓
迎
で
す
。
筑
紫
野
市
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
資
格
を
生

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？(

入
退
場
自
由)

市し

内な
い

認に
ん

可か

保ほ

育い
く

所し
ょ

合ご
う

同ど
う

就し
ゅ
う

職し
ょ
く

説せ
つ

明め
い

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
ま
す

　
親
し
み
や
す
い
内
容
で
、
政
治
や
選
挙

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　
２
月
５
日
㈬
、
13
時
30
分
開
始

(

２
時
間
程
度)

●
場
所　
市
役
所
５
階
５
０
５
会
議
室

●
テ
ー
マ　
「
高
齢
世
代
と
こ
れ
か
ら
の

政
治
」

●
講
師　
川
口�

栄
次
さ
ん(

元
西
日
本

新
聞
記
者)

●
問
い
合
わ
せ
先　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局 明あ

か

る
い
選せ

ん

挙き
ょ

推す
い

進し
ん

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

学が
く

習し
ゅ
う

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
ま
す

●
災
害
時
等
要
援
護
者
支
援
制
度
に
登
録

す
る
に
は
？

①�

市
内
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー(

二

日
市
、
二
日
市
東
、
山
家
、
御
笠
、
山

口
、
筑
紫
、
筑
紫
南)

な
ど
に
備
え
て

い
る
登
録
申
出
書
に
、「
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
な
ど
」
の
必
要
な
情
報
を
記

入
し
、
事
前
に
登
録
し
ま
す
。

②�

ご
近
所
で
あ
な
た
を
支
援
し
て
く
れ
る

人(

支
援
者)

を
決
め
て
、
こ
の
制
度

に
登
録
す
る
こ
と
へ
の
同
意
を
得
ま

す
。
支
援
者
が
思
い
当
た
ら
な
い
場
合

は
空
欄
の
ま
ま
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

後
ほ
ど
、
地
域
と
話
し
合
い
、
支
援
者

を
決
め
て
い
き
ま
す
。

③�

支
援
者
は
、
平
常
時
に
は
日
ご
ろ
か
ら

の
声
掛
け
を
、
災
害
時
に
は
避
難
誘
導

な
ど
の
可
能
な
範
囲
の
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

※�

す
で
に
こ
の
制
度
に
登
録
し
て
い
る
人

で
も
、
登
録
内
容
が
変
わ
っ
た
場
合
は

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
要
援
護
者
は
こ
の
よ
う
な
人

　
「
日
常
的
に
周
囲
の
支
援
を
必
要
と
す

る
人
」「
災
害
時
に
自
分
で
移
動
で
き
な

い
人
」「
情
報
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
人
」

「
避
難
の
た
め
に
何
ら
か
の
手
助
け
が
必

要
な
人
」
は
誰
で
も
要
援
護
者
と
し
て
登

録
で
き
ま
す
。

▽
75
歳
以
上
の
高
齢
者

▽
要
介
護
や
要
支
援
認
定
者

▽
障
が
い
者

▽
難
病
患
者

▽
妊
産
婦
お
よ
び
乳
幼
児

▽
外
国
人

▽
そ
の
他

●
支
援
者
は
こ
の
よ
う
な
人

　
支
援
者
と
し
て
一
番
望
ま
し
い
の
は
、

隣
近
所
の
人
で
す
。
隣
近
所
に
支
援
者
を

頼
め
る
人
が
い
な
い
場
合
は
、
行
政
区
と

相
談
し
て
支
援
者
を
決
め
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
福
祉
課�

地
域
福
祉
担
当

　
災
害
時
等
要
援
護
者
支
援
制
度
と
は
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
『
共
助
』
の
精
神
の
も
と
、
災
害

が
発
生
し
た
時
に
要
援
護
者
を
地
域
と
支

援
者(

要
援
護
者
本
人
を
支
援
す
る
人)

が
一
体
と
な
っ
て
、
可
能
な
範
囲
で
助
け

合
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

災さ
い

害が
い

時じ

要よ
う

援え
ん

護ご

者し
ゃ

支し

援え
ん

制せ
い

度ど

を
知し

っ
て
い
ま
す
か
？

●
日
時　
２
月
３
日
㈪
、
10
時
～
13
時

●
場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫
野
３
階
イ

オ
ン
ホ
ー
ル

●
対
象
者　
次
の
職
種
で
保
育
所
で
の
仕

事
に
興
味
が
あ
る
人
。(

そ
れ
ぞ
れ
に
対

応
す
る
資
格
が
必
要
。
今
年
度
中
に
取
得

見
込
み
の
人
も
含
む)

▽
保
育
士

▽
調
理
員

▽
看
護
師

▽
保
育
補
助
者

※�

保
育
所
に
よ
り
、
募
集
す
る
職
種
・
人

員
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援
課�

保

育
担
当

保育所ごとのブースで雇用条件などを詳しく説明します
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■料金や申込方法の記載のないものは無料または申込不要です。
■申込・受付などの期間で記載のないものは、土・日曜日、祝日、年末年始を除きます。

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

　
市
内
に
在
住
し
、
高
等
学
校
、
大
学
、

専
修
学
校
な
ど
に
在
学
中
で
、
経
済
的
理

奨し
ょ
う

学が
く

資し

金き
ん

奨し
ょ
う

学が
く

生せ
い

を

募ぼ

集し
ゅ
うし
ま
す

由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
に
、
無
利
子

で
奨
学
金
な
ど
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
申

込
方
法
の
詳
細
や
、
貸
与
月
額
、
返
還
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
奨
学
資
金
貸
与
】

●
対
象(

募
集
人
数)　
高
等
学
校
・
大
学

な
ど
に
現
在
在
学
し
て
い
る
人(

若
干
名)

※�

新
高
校
１
年
生
は
出
身
中
学
校
を
通
じ

て
の
申
請
に
つ
き
対
象
外
で
す
。

【
若
年
者
専
修
学
校
等
技
能
習
得
資
金
貸

与
】

●
対
象(

募
集
人
数)　
令
和
２
年
３
月

に
中
学
校
あ
る
い
は
高
等
学
校
を
卒
業
予

定
の
人
、
ま
た
は
令
和
元
年
度
中
に
高
等

学
校
を
中
退
し
た
人
で
、
専
修
学
校
な
ど

の
う
ち
職
業
に
必
要
な
技
術
・
技
能
を
習

得
す
る
学
科
に
令
和
２
年
度
中
に
入
学
予

定
の
人(

若
干
名)

※�

対
象
と
な
る
学
校
・
課
程
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※�

令
和
２
年
５
月
１
日
以
降
に
入
学
予
定

の
人
に
つ
い
て
は
、
別
途
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
３
月
19
日
㈭
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課�

学
校

教
育
担
当

車種 届出先 手続きに必要なもの

原動機付自転車
(125cc以下のバイク)

税務課 市民税担当
(市役所１階７番窓口)

▽ナンバープレート
▽印鑑
▽ 車台番号、車名など

がわかるもの（譲渡
証 明 書 、 販 売 証 明
書、自賠責保険証な
ど）

農耕作業用自動車
(トラクター・コンバイン
など）

軽自動車(三輪以上) 軽自動車検査協会
☎050(3816)1750

詳しくは、届出先へ直
接問い合わせください軽二輪車

(125ccを超え250cc以下の
バイク)
二輪の小型自動車
(250ccを超えるバイク)

九州運輸局
福岡運輸支局
☎050(5540)2078

　
原
動
機
で
陸
上
を
移
動
さ
せ
る
乗
用
の

農
耕
作
業
用
自
動
車(

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ

ン
バ
イ
ン
な
ど)

は
、
小
型
特
殊
自
動
車

と
し
て
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
は
登
録
し
、

標
識(

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト)

を
取
り
付

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

標
識
が
な
い
車
両
、
譲
渡
や
廃
車
し
た
車

両
が
あ
る
と
き
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
に
必
要
な
も
の

▽�

登
録　
メ
ー
カ
ー
名
・
車
種
・
車
台
番

号
が
わ
か
る
書
類
、
印
鑑

▽
廃
車　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
印
鑑

▽�

譲
渡　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
新
・
旧

所
有
者
の
印
鑑

※�

登
録
、
譲
渡
の
際
は
販
売
証
明
書
も
し

く
は
譲
渡
証
明
書
を
併
せ
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

●
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課�

市

民
税
担
当

農の
う

耕こ
う

作さ

業ぎ
ょ
う

用よ
う

自じ

動ど
う

車し
ゃ

に

標ひ
ょ
う

識し
き

は
つ
い
て
い
ま
す
か

　
軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。廃
車
・
盗
難
・

紛
失
・
譲
渡
・
転
出
を
し
た
場
合
は
、
４

月
１
日
ま
で
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

原げ
ん

動ど
う

機き

付つ
き

自じ

転て
ん

車し
ゃ

・
軽け

い

自じ

動ど
う

車し
ゃ

な
ど
の
変へ

ん

更こ
う

は
届と

ど
け

出で

を

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
な
ど
を
し
て
も
、

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
、
課
税

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な

お
、車
種
に
よ
り
届
出
先
が
異
な
り
ま
す
。

※�

筑
紫
野
市
ナ
ン
バ
ー
の
軽
自
動
車
の
登

録
・
廃
車
手
続
き
は
、
税
務
課
の
窓
口

に
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課�

市

民
税
担
当
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
の
た
め
、

市
内
の
病
院
と
連
携
し
て
健
康
講
座
を
開

催
し
ま
す
。病
気
に
対
す
る
知
識
と
予
防・

健
康
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
講
師
が
分

か
り
や
す
く
講
演
し
ま
す
。

●
開
催
日
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
２
月
13
日
㈭

「
高
血
圧
症
に
詳
し
く
な
ろ
う
」
～
高
血

圧
の
薬
に
つ
い
て
／
自
宅
で
の
血
圧
の
上

手
な
測
り
方
～

門
上�

俊
明
さ
ん(

循
環
器
内
科
医)

、
岡�

亜
矢
子
さ
ん(

高
血
圧
・
循
環
器
病
予
防

療
養
指
導
士)

、
大
島�

祐
子
さ
ん(

慢
性

心
不
全
認
定
看
護
師)

▽
３
月
12
日
㈭

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

末
次�

富
子
さ
ん(

認
知
症
ケ
ア
専
門
士)

●
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
学
習

室
５

●
時
間　
15
時
～
16
時(

１
時
間
程
度)

●
定
員　
60
人

●
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課(

カ

ミ
ー
リ
ヤ
内)

☎(

９
２
０)

８
６
１
１

健け
ん

康こ
う

講こ
う

座ざ

を
開か

い

催さ
い

し
ま
す

　
地
方
公
務
員
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、

現
行
の
嘱
託
・
臨
時
職
員
制
度
が
、
令
和

２
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ

変
わ
り
ま
す
。

　
現
在
、
令
和
２
年
度
の
会
計
年
度
任
用

職
員(

現
・
臨
時
職
員)

登
録
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
申
し
込
み
を
す

る
こ
と
で
、
あ
ら
か
じ
め
任
用
候
補
者
名

簿
に
登
録
を
す
る
も
の
で
、
登
録
後
、
必

要
に
応
じ
て
市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
「
筑
紫
野
市
会
計
年
度

任
用
職
員
任
用
候
補
者
名
簿
登
録
申
込

書
」
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
条
件

　
各
職
種
で
必
要
な
資
格
を
有
す
る
人
で

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
し
な
い
人

●
申
込
方
法(

提
出
書
類)

　
人
事
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送(
登
録
申

込
書
、
必
要
に
応
じ
て
資
格
証
な
ど)

※�

登
録
申
込
書
は
人
事
課
に
て
配
布
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
勤
務
時
間
な
ど

　
市
か
ら
連
絡
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
給
与

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
条
件
に
応
じ
通
勤
手
当
、
期
末
手

当
、
退
職
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

会か
い

計け
い

年ね
ん

度ど

任に
ん

用よ
う

職し
ょ
く

員い
ん(

登と
う

録ろ
く

制せ
い)

を
募ぼ

集し
ゅ
うし
ま
す

●
社
会
保
険
な
ど

　
勤
務
形
態
に
よ
り
健
康
保
険
、
厚
生
年

金
お
よ
び
雇
用
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

※
保
険
料
の
本
人
負
担
あ
り

●
休
暇

　
勤
務
形
態
に
応
じ
年
次
有
給
休
暇
、
そ

の
他
特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
人
事
課

　
次
の
と
お
り
令
和
２
年
度
の
会
計
年
度

任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

※�

こ
の
募
集
は
、
登
録
制
で
は
な
く
、
職

種
、
任
用
期
間
な
ど
が
決
ま
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

●
職
種　
上
下
水
道
料
金
担
当
職
員

●
募
集
人
数　
１
人

●
勤
務
内
容　
上
下
水
道
料
金
の
賦
課
・

徴
収
お
よ
び
滞
納
整
理
、
窓
口
・
電
話
受

付
、
検
針
に
関
す
る
業
務
な
ど

●
応
募
資
格　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
人

▽�
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

▽
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

▽�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
条
項
に
該
当

し
な
い
人

●
報
酬　

月
額
９
万
５
２
５
４
円
程
度

(

通
勤
手
当
・
期
末
手
当
な
ど
の
支
給
あ

会か
い

計け
い

年ね
ん

度ど

任に
ん

用よ
う

職し
ょ
く

員い
ん

を

募ぼ

集し
ゅ
うし
ま
す

り)※
職
歴
な
ど
に
よ
る
経
験
加
算
あ
り
。

●
社
会
保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、

雇
用
保
険
に
か
か
る
保
険
料
の
本
人
負
担

分
が
あ
り
ま
す
。

●
勤
務
時
間　
月
～
金
曜
日
の
週
３
日
、

９
時
～
17
時
ま
で(

１
日
７
時
間
15
分
勤

務)※�

有
給
休
暇(

年
12
日)

、
特
別
休
暇
あ

り
●
任
用
期
間　
４
月
１
日
～
令
和
３
年
３

月
31
日

●
申
込
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
２
月
17
日

㈪
、
８
時
30
分
～
17
時

※
郵
送
の
場
合
は
２
月
17
日
㈪
必
着

●
申
込
方
法　
応
募
申
込
書(

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可)

に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　
書
類
審
査
、
面
接

※
面
接
日
は
申
し
込
み
後
に
通
知
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水

道
料
金
総
務
課
☎(

９
２
３)

７
１
１
１

広報ちくしの 令和２年2月1日7



■料金や申込方法の記載のないものは無料または申込不要です。
■申込・受付などの期間で記載のないものは、土・日曜日、祝日、年末年始を除きます。

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

　
市
民
の
だ
れ
も
が
、
人
権
と
個
性
を
尊

重
し
て
お
互
い
を
支
え
あ
い
、
本
市
に
住

む
全
て
の
人
々
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、「
ち

く
し
の
福
祉
村
」
の
公
開
講
座
を
年
６
回

開
催
し
ま
す
。

　
参
加
無
料
で
、
事
前
申
し
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
手
話
通
訳
も
あ
り
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
第
６
回
公
開
講
座
】

●
日
時　
２
月
15
日
㈯
、
13
時
30
分
～
15

時
30
分

●
テ
ー
マ
「
地
域
共
生
社
会
っ
て
な
～

に
？
」
～
向
こ
う
三
軒
両
隣
の
地
域
を
目

指
し
て
～

●
場
所　
カ
ミ
ー
リ
ヤ
２
階
視
聴
覚
室

●
託
児(

定
員
20
人)　
託
児
を
希
望
す

る
場
合
は
、
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
託
児
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
福
祉
課�

地
域
福
祉
担
当

ち
く
し
の
福ふ

く

祉し

村む
ら

公こ
う

開か
い

講こ
う

座ざ

　
筑
紫
野
市
・
太
宰
府
市
・
春
日
市
・
大

野
城
市
・
那
珂
川
市
か
ら
な
る
筑
紫
地
区

で
は
、
通
常
診
療
時
間
外
に
小
児
救
急
医

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
医
師
不
足
や
国
が
推

進
す
る
働
き
方
改
革
の
た
め
、
や
む
を
得

ず
４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
を
行

い
ま
す
。

筑ち
く

紫し

地ち

区く

小し
ょ
う

児に

救き
ゅ
う

急き
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
う

診し
ん

療り
ょ
う

時じ

間か
ん

が
変か

わ
り
ま
す

【変更前】
●時間
▽月～土曜日　17時～23時
▽日曜日、祝日　９時～23時
●当番病院
▽ 月・水・金・第４日曜日　福岡大学筑紫病院
▽ 火・木・土・日曜日　福岡徳洲会病院

【変更後】
●時間
▽ 月～土曜日　17時～21時30分(21時受付終了)
▽ 日曜日、祝日　９時～21時30分(21時受付終了)
●当番病院
▽ 月・水・金曜日　福岡大学筑紫病院
▽ 火・木・土・日曜日　福岡徳洲会病院
※ 受付終了後は、原則として小児科医ではなく救急

診療部の医師が対応します。

４月１日から変更

全
て
の
年
齢
の
皆
さ
ん
へ

救
急
外
来
の
役
割
に
ご
理
解
を

　
救
急
外
来
の
役
割
は
「
治
療
を
急
が
な
け
れ

ば
重
症
化
す
る
」「
命
の
危
険
が
あ
る
」
な
ど

の
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。「
日
中

は
仕
事
や
用
事
が
あ
る
」「
夜
間
の
方
が
空
い

て
い
る
」
と
い
っ
た
理
由
で
の
利
用(

コ
ン
ビ

ニ
受
診)

は
救
急
医
療
を
行
う
医
療
機
関
を
圧

迫
し
、継
続
が
不
可
能
と
な
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
ご
理
解
の
上
、
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
重
症
の
患
者
を
優
先
的
に
診
察
す
る
た
め
、

緊
急
性
の
低
い
場
合
は
長
時
間
待
つ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
応
急
処
置
、
必
要
最
小
限
の

薬
の
処
方
し
か
行
い
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
翌
日

の
診
療
時
間
内
に
専
門
診
療
科
で
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
具
合
が
悪
い
と
き
や
心
配
な
と
き
は
、
夕
方

や
休
日
で
な
く
、
通
常
診
療
時
間
内
に
医
療
機

関
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

●
救
急
病
院
の
外
来
受
診
を
す
る
前
に

　
生
命
に
関
わ
る
緊
急
時
以
外
は
、
市
や
筑
紫

医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
な
ど
で
休

日
当
番
医
を
確
認
の
上
、
ま
ず
は
当
番
医
の
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。
休
日
や
夜
間
に
具
合
が

悪
く
な
っ
た
場
合
、
受
診
を
す
べ
き
か
迷
っ
た

場
合
は
、次
の
電
話
相
談
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
子
ど
も
の
急
な
病
気
・
け
が
の
相
談
は
】

●
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
☎
＃
８
０
０
０

　
ま
た
は
☎(

６
６
１)

０
７
７
１

【
急
な
病
気
や
け
が
の
相
談
は
】

●
在
宅
患
者
救
急
時
電
話
相
談
☎
＃
７
１
１
９

　
ま
た
は
☎(

４
７
１)

０
０
９
９

●
変
更
点

①�

診
療
時
間
を
21
時
30
分(

21
時
受
付
終

了)

ま
で
に
短
縮
。

②�

毎
月
第
４
日
曜
日
に
福
岡
大
学
筑
紫
病

院
で
実
施
し
て
い
る
小
児
救
急
を
廃
止
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
推
進
課(

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内)

　
☎(

９
２
０)

８
６
１
１
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筑紫野市歴史博物館 ふるさと館ちくしの情報

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

　

九
州
国
立
博
物
館
と
の
共
同
事
業
と
し

て
、
特
別
展
に
合
わ
せ
た
解
説
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　
本
展
覧
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
史
家
ル

ネ
・
ユ
イ
グ
の
視
点
か
ら
、
最
も
偉
大
で
華

や
か
な
17
世
紀
の
古
典
主
義
か
ら
19
世
紀
の

印
象
派
誕
生
前
夜
に
至
る
ま
で
の
壮
大
な
フ

ラ
ン
ス
絵
画
の
流
れ
を
、
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト

ワ
ネ
ッ
ト
や
フ
ラ
ン
ス
革
命
な
ど
の
時
代
の

油
彩
画
の
傑
作
、
デ
ッ
サ
ン
作
品
と
た
ど
る

も
の
で
す
。

　
展
示
を
担
当
し
た
学
芸
員
を
講
師
と
し
て

招
き
、
見
所
な
ど
を
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

●
講
師　
臺
信�

祐
爾(

だ
い
の
ぶ�

ゆ
う
じ)

さ
ん(

九
州
国
立
博
物
館
特
任
研
究
員)

●
日
時　
２
月
20
日
㈭
、
14
時
～
15
時
30
分

●
場
所　
歴
史
博
物
館
研
修
室

●
定
員　
先
着
70
人

●
申
込
方
法　
電
話
、
ま
た
は
博
物
館
窓
口

に
て

●
申
込
期
間　
２
月
６
日
㈭
、
９
時
～

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
歴
史
博
物

館
☎(

９
２
２)

１
９
１
１

※�

特
別
展
「
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
精
華
」
は
九

州
国
立
博
物
館
に
て
２
月
４
日
㈫
～
３
月

29
日
㈰
の
期
間
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

「ポリニャック公爵夫人、ガブリエル・ヨ
ランド・クロード・マルチーヌ・ド・ポ
ラストロン」(作者：エリザベト＝ルイー
ズ・ヴィジェ・ルブラン）1782年、ヴェ
ルサイユ宮殿美術館所蔵
PhotoⓒRMN-Grand Palais(Château de 
Versailles)/Gérard Blot/distributed by AMF

特と

く

別べ

つ

展て

ん

「
フ
ラ
ン
ス
絵か

い

画が

の
精せ

い

華か

」解か

い

説せ

つ

講こ

う

座ざ

む
か
し
の
く
ら
し
展て

ん～
聖せ

い

火か

が
走は

し

っ
た
昭し

ょ
う

和わ

～　
　

筑紫野市歴史博物館 ふるさと館ちくしの情報

か
、
筑
紫
野
の
「
く
ら
し
」
を
テ
ー
マ
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
観
覧
く
だ
さ

い
。

●
会
期　
３
月
29
日
㈰
ま
で

●
開
館
時
間　
９
時
～
17
時

※
月
曜
日
休
館
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
開

館
し
、
翌
日
が
休
館
）

●
場
所　
歴
史
博
物
館
企
画
展
示
室
・
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

　
歴
史
博
物
館

　
☎(

９
２
２)
１
９
１
１

昭和39年9月16日、筑紫野を駆け抜けた聖火

　
歴
史
博
物
館
で
は
「
生
活
の
変
化
」
を
さ

ま
ざ
ま
な
「
道
具
」
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
を

目
的
に
、
大
人
世
代
が
懐
か
し
さ
を
感
じ
、

子
ど
も
た
ち
が
疑
似
体
験
を
通
じ
て
道
具
の

移
り
変
わ
り
を
知
り
、
生
活
感
覚
を
学
ぶ
場

と
し
て
「
む
か
し
の
く
ら
し
展
」
を
開
催
中

で
す
。

　
す
で
に
歴
史
に
な
り
つ
つ
あ
る
「
昭
和
」

時
代
、
特
に
昭
和
30
～
40
年
代
の
高
度
経
済

成
長
期
を
中
心
に
、
昭
和
39(

１
９
６
４)

年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
代
に
焦
点
を
当

て
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
き
た
の

当時の暮らしを支えたさまざまな道具を展示

広報ちくしの 令和２年2月1日9
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